
    

   

梅雨の季節となり、湿度も高く暑くなったり、肌寒くなったりと体調を崩しやすい時期となりました。発汗が多

くなったり、疲れやすかったりと、子どもたちにとっても不快感を感じることも多い季節です。小まめな水分補給

や室内の温度調整、衣服の調整にも気を配り、健康、衛生面に気をつけて気持ちよく過ごせるように心がけてい

きましょう。また、睡眠と栄養をしっかりと摂って、これからやってくる暑い夏に向けて体調を整えていきましょう。

２３日からプール遊びが始まる予定です。水いぼ、とびひ、頭ジラミのあるお友達はプールが始まる前に、早め

に治療をしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虫刺されに気をつけよう！ 
 

子どもの場合、蚊に刺される免疫が少ないため、ひどく腫れ上がった 
り水ぶくれができることもあります。掻いてしまうと傷から菌が入って悪 

化したり、とびひになることもあります。虫刺されに気づいたら流水で洗 

い流して、虫刺されの薬を塗り、さらに冷やしておくと症状が軽くて済み 

ます。 
 

★一番大切なのは虫に刺されないように対策をしておくことです。 

①服装に注意！  
肌を極力露出しないことや、場所によっては長袖、長ズボンを着用しまし 

ょう。虫は汗の臭いに反応して寄ってくることもあるので、小まめに拭い 

たり着替えることも大切です。 
②虫除けで予防！ 
ｽﾌﾟﾚｰやｸﾘｰﾑ、洋服に貼り付けるｼｰﾙや腕に付けるﾘﾝｸﾞなど、様々な種類 

があります。子どもが直接虫除け成分を吸い込まないように注意しましょ 

う。低年齢の子どもにはいったん親の手に付けてから肌になじませたり、 

洋服にｽﾌﾟﾚｰしても効果があります。 
 

※｢ﾃﾞｨｰﾄ｣が含まれる虫除けは 6 ヶ月未満の乳児には使ってはいけませ 

ん。「ﾃﾞｨｰﾄ」とは世界中で最も多く使用されている虫よけ成分ですが、 

まれに神経障害や皮膚炎等の副作用を引き起こす可能性があります。 

「ﾃﾞｨｰﾄ」の濃度と使用回数は商品の表示を確認してください。 
◎６ヵ月以上２才未満は１日１回 

◎２才以上１２才未満は１日３回 
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こでまり保育園 
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ウイルスの感染によってできる「いぼ」の

一種で、ぷつっとした水ほうが体全体に散

っていることもあれば、部分的に固まって

発症することもあります。乾燥肌やアトピ

ー性皮膚炎の人が、かかりやすい傾向に

あるようです。時間はかかりますが、自然

治癒します。爪を短く切って清潔にしてお

き、患部をかいていぼをつぶしたりしない

ようにしましょう。 

水いぼ 

定期的に耳掃除をする 



 


